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　　▲令和元年度消防演習　まちの安心を守る消防団



Q

A
&

総
括
質
疑

　

9
月
13
日
、
4
会
派
よ
り
議
員
各
１
名
が
、
平
成
30
年
度
決
算

に
つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
質
疑
の
一
部
を
お
伝
え

し
ま
す
。

市
民
ク
ラ
ブ
　
石
森
　
晃
寿

市
長
へ
質
疑

　
　
復
興
交
付
金
事
業
計
画

全
体
に
対
す
る
平
成
30
年
度

の
執
行
率
83
・
４
％
と
な
っ

て
い
る
。
市
長
は
、
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
か
。

答　
復
興
が
計
画
に
沿
っ
て

着
実
に
進
ん
だ
と
感
じ
て
い

る
。

　
　
８
社
全
て
企
業
進
出
し

て
来
る
の
か
。

答　
８
社
全
て
進
出
し
て
来

る
。

　
　
実
質
公
債
比
率
が
下
が

っ
て
い
る
要
因
。

答　
合
併
特
例
債
の
期
間
満

了
に
よ
る
公
債
費
負
担
金
の

減
。

教
育
長
へ
質
疑

　
　
電
子
黒
板
等
の
導
入
は
、

一
助
に
な
っ
た
か
。
夏
休
み

を
５
日
間
短
縮
し
た
成
果
は

あ
っ
た
の
か
。

答　
電
子
黒
板
等
の
導
入
は
、

本
年
４
月
か
ら
導
入
し
て
い

る
。

　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
で
は
、
全
国
の
平
均
正
答

率
と
の
差
は
、
小
さ
く
な
っ

て
い
る
。

疑疑疑疑 平

成

30

年

度

渥
美
市
政
の
決
算
を
問
う

清
風
・
公
明�

上
田
　
勉

市
長
へ
質
疑

　
　
復
興
事
業
の
完
成
度

答　
完
成
度
は
満
足
。
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
や
地
方
創
生
の
視
点
で

事
業
展
開
し
た
。
ま
た
、
健

康
保
持
事
業
と
し
て
、
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
を
整
備
し
た
。

　
　
観
光
事
業
の
成
果

答　
四
季
ご
と
特
色
あ
る
事

業
を
展
開
し
た
。

　

宮
城
オ
ル
レ
の
満
足
度
向

上
に
む
け
、
態
勢
整
備
し
た
。

　
　
福
祉
の
充
実
・
健
康
保

持
事
業
、
医
療
体
制

答　

西
部
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
開
設
す
る
と
と
も
に
、

子
育
て
支
援
策
の
充
実
、
心

の
復
興
を
含
み
医
療
介
護
体

制
を
整
備
し
た
。
私
立
認
可

保
育
園
の
誘
致
、
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
を
拡
充
整
備
し
、

待
機
児
童
減
に
努
め
た
。

市
長
・
教
育
長
へ
質
疑

　
　
学
力
向
上

答　
各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

の
導
入
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置

等
教
育
環
境
を
整
備
し
た
。

�

（
市
長
）

　

学
力
の
差
は
小
さ
く
な
り
、

改
善
の
兆
し
が
見
ら
れ
た
。

�

（
教
育
長
）

疑疑疑疑 マ
ニ
ュ
フ
ェ
ス
ト
の

完
成
度
は
い
か
に

清
新
会�

阿
部
　
勝
德

市
長
へ
質
疑

　
　
監
査
委
員
か
ら
事
業
目

的
は
お
お
む
ね
達
し
た
と
高

評
価
を
受
け
た
が
見
解
は
。

答　
各
部
署
で
適
正
な
予
算

管
理
で
事
務
事
業
を
執
行
、

推
進
し
た
結
果
だ
と
思
う
。

　
　
個
人
市
民
税
の
納
税
義

務
者
の
増
加
と
総
所
得
額
の

増
加
に
対
す
る
見
解
と
次
年

度
以
降
の
予
想
は
。

答　
所
得
全
体
が
伸
び
所
得

割
算
定
額
の
増
加
が
要
因
だ
。

国
の
税
制
改
正
を
留
意
し
な

が
ら
個
人
市
民
税
の
納
税
者

数
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
の

た
め
の
課
題
は
。

答　
工
業
団
地
の
さ
ら
な
る

整
備
が
課
題
で
土
取
り
場
跡

地
を
有
望
と
考
え
る
。

　
　
子
育
て
支
援
の
拡
充
と

女
性
活
躍
社
会
作
り
は
。

答　
夜
８
時
ま
で
延
長
保
育

す
る
私
立
認
可
保
育
園
の
誘

致
や
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

充
実
を
図
っ
た
。

疑疑疑疑 平
成
30
年
度
決
算
の

事
業
総
括
に
つ
い
て

松
桜
会�

小
野
　
幸
男

市
長
へ
質
疑

　
　
私
立
高
等
学
校
の
進
捗

状
況
は
。

答　
本
年
３
月
か
ら
希
望
す

る
生
徒
へ
の
学
校
説
明
会
を

開
催
し
て
い
る
。

　
　
農
業
・
漁
業
生
産
法
人

の
担
い
手
育
成
の
確
立
は
。

答　
農
業
で
６
名
、
漁
業
で

１
名
の
新
規
就
農
が
あ
り
、

引
き
続
き
県
と
取
り
組
む
。

　
　
認
知
症
初
期
支
援
体
制

の
成
果
に
つ
い
て
。

答　
チ
ー
ム
の
粘
り
強
い
ア

ド
バ
イ
ス
で
信
頼
関
係
が
生

ま
れ
受
診
に
つ
な
が
る
。

　
　
S
D
G
s
の
地
方
創

生
の
取
り
組
み
の
成
果
と
今

後
の
財
源
確
保
と
経
費
の
縮

減
の
成
果
は
。

答　

東
北
S
D
G
s
未
来

都
市
サ
ミ
ッ
ト
・
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
し
周
知
を
図
る
。

要
望
活
動
で
交
付
税
の
増
を

図
る
。
各
課
の
意
識
醸
成
を

図
り
費
用
縮
減
に
努
め
る
。

疑疑疑疑 平
成
30
年
度
の
決
算

の
総
括
に
つ
い
て

７
つ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

に
沿
っ
た
決
算

　

歳
入
決
算
額
で
前
年
度
比

74
億
円
減
の
３
７
２
億
５
，

２
０
１
万
円
、
歳
出
決
算
額

が
前
年
度
比
66
億
円
減
の

３
６
２
億
８
，
６
２
３
万
円

と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
で

は
前
年
度
比
約
９
億
円
減
の

９
億
６
，
５
７
７
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

震
災
後
８
年
が
経
過
し
、
決

算
額
も
減
少
し
歳
入
歳
出
の

約
半
分
が
震
災
復
興
関
連
で

す
。

　

決
算
審
査
の
中
で
復
興
事

業
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
計
画
ど

お
り
に
進
捗
し
て
お
り
復
興

完
結
に
向
け
ラ
ス
ト
ス
パ
ー

ト
で
も
あ
り
ま
す
。

　

復
興
庁
の
終
了
ま
で
残
す

と
こ
ろ
１
年
半
弱
で
、
そ
の

後
は
通
常
予
算
に
よ
り
、
財

政
が
厳
し
く
な
り
ま
す
の
で
、

効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
切

に
願
い
ま
す
。

　
（
財
務
常
任
委
員
長

　
　
　
　
　

小
野　

幸
男
）

どう生かされたまちの税金
平成30年度決算
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平成30年度 一 般 会 計 収 支 状 況

歳入合計
372.5億円

歳出合計
362.8億円

市税  37.6億円  10.09%

地方消費税交付金
6.7億円  1.80%

その他 14.2億円  3.81%

繰越金
12.3 億円

3.3%

民生費
53.3億円
14.69%

衛生費
16.1億円  4.44%

農林水産費
15億円   4.13%

地方交付税
  82億円
    22.01%

国庫支出金
   34.8億円
    9.34%

繰入金
 136.7億円
     36.70%

総務費
74.8億円
20.62%

土木費
124.5億円
34.32%

その他　5.9億円 1.63%
災害復旧費
20.6億円　5.68%

教育費
25.6億円  7.06%

公債費
14.9億円  4.11%

県支出金  19.8億円  9.34%

市債  20.7億円  5.56%

諸収入 7.7億円
2.07%

消防費
12.1億円  3.34%

会　　計　　別 歳　　入 歳　　出
   一　　般 　　会　　計 372億5,201万0 362億8,623万2

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 46億2,070万6 45億1,904万3
後 期 高 齢 者 医 療 3億8,907万1 3億7,908万7
介 護 保 険 31億5,807万8 30億8,941万6
農 業 集 落 排 水 事 業 1億2,664万2 1億2,569万2
漁 業 集 落 排 水 事 業 772万1 754万3
下 水 道 事 業 44億8,995万4 44億4,732万6
大 曲 浜 地 区 土 地
区 画 整 理 事 業 7億9,978万2 4億9,537万6

（ 特 別 会 計 小 計 ） 135億9,195万4 130億6348万3
 合　計（一般会計+特別会計） 508億4,396万5 493億4,971万5

■ 平成30年度各会計決算状況 ■ （単位 : 千円）

※各会計、百の単位で四捨五入。（端数処理の関係で、合計額は一致しない。）

※各会計、千万の単位以下切り捨て。

　
審
査
結
果
は
全
会
計

「
認
定
す
べ
き
も
の
」

　

審
査
は
一
般
会
計
ほ
か
国

民
健
康
保
険
・
下
水
道
事
業
・

大
曲
浜
地
区
土
地
区
画
整
理

事
業
な
ど
７
特
別
会
計
の
審

査
を
財
務
常
任
委
員
会
で
行

い
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
で
は
、
よ
り
専

門
的
に
審
査
を
行
う
た
め
①

総
務
分
科
会
②
民
生
教
育
分

科
会
③
産
業
建
設
分
科
会
を

設
置
し
ま
し
た
。

　

３
分
科
会
は
所
管
す
る
各

担
当
課
職
員
を
説
明
員
と
し

て
出
席
要
求
し
、
質
疑
・
委

員
間
討
議
等
を
行
い
な
が
ら

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
営
小
松
住
宅
な

ど
５
箇
所
の
現
場
を
調
査
し

ま
し
た
。

　

各
分
科
会
の
審
査
お
よ
び

現
場
調
査
を
踏
ま
え
、
同
委

員
会
は
、
平
成
30
年
度
決
算

に
つ
い
て
、
13
件
の
特
に
留

意
す
べ
き
事
業
案
件
の
記
録

を
付
し
、「
認
定
す
べ
き
も

の
」
と
決
し
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、
第
３
回
定
例

会
の
閉
会
日
の
財
務
常
任
委

員
長
報
告
で
は
、
審
査
結
果

を
全
会
計
「
認
定
す
べ
き
も

の
」
と
報
告
し
、
採
決
で
は
、

総
員
賛
成
で
認
定
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。

市の財政状況は？

財政力指数 0.45
数値が高いほど自主財源の割合が高く、財政力が高い。
平成 29 年度は、0.42。  

財 政 力 は ？

経常収支比率 88.3％
数値が高いほど財政状況が悪い。  
平成 29 年度は、85.4％。  

余 力 は ？

良 化

悪 化

実質公債費比率 6.6％
25.0％以上は財政健全化計画を策定しなければなり
ません。  
平成 29 年度は、8.5％。  

借入金の負担度は？

良 化

▲小野地域ふれあい交流館「ひだまりの里」の運営
　状況を確認 .

▲西部地域包括支援セン
ターを視察

▲小野幸男財務常任
委員長（審査報告）

3 東松島市議会だより　No.54



財務常任委員会（３分科会）
平成30年度決算審査

「特に留意すべき事業案件」

　財務常任委員会は、3 分科会を設置し、各種会計決算の審査
を行いました。総務・民生教育・産業建設の各分科会は 9 月
17 日から 9 月 25 日までの期間で内部審査と現場確認を実施
しました。
　分科会審査で各分科会が記録した「特に留意すべき事業案
件」を全て紹介します。

【平成 30 年度決算審査（分科会審査）において特に留意すべき事業案件を記録したもの】

市 民 協 働 課

●蔵しっくパーク管理運営事業
　指定管理者の決算資料については、十分に精査すべきである。

●結婚促進事業
　委託先には、成果を求めるよう指導すべきである。

●小野地域ふれあい交流館管理運営事業
　運営先の黒字化を努力すべきであり、自走を目指すべきである。

復 興 政 策 課 ● JR仙石線利便性向上事業
　JRと十分協議のうえ、陸前小野駅業務委託の今後について検討を行うべきである。

収 納 対 策 課
●市税等収納事業（一般会計ほか各種会計）　●滞納整理事業
　滞納整理の効果は若干上がっているが、市税等の現年度内徴収を重視し、不納欠損
に至らないよう、収納業務に引き続き努力すべきである。

高齢障害支援課

●介護職員養成事業
　初任者研修の受講希望者が少ないので、既に介護職に従事している方々が受講しや
すいよう支援すべきである。

●緊急通報体制整備事業
　機器の整備も含め、通報システムにおける各機関等との連携をさらに強化すべきで
ある。

子 育 て 支 援 課
●放課後児童保育事業
　平成３０年度予算審査において、指摘した待機児童の減少および指導員の質の向上
については、是正されつつあるが、さらなる質の充実と学力向上に寄与するよう努め
るべきである。

教 育 総 務 課
●学力向上推進事業
　教師塾開催に当たっては、指導力向上についての調査を行い、若手教師のさらなる
資質向上に資するべきである。

生 涯 学 習 課
●中学校部活動指導者派遣事業
　教師の指導力、働き方改革推進のため、専門的技術を有する指導者を有効活用し、
部活動を推進すべきである。

建 築 住 宅 課
●急傾斜地周知点検事業
　土砂災害による被害の発生予防に寄与するため、危険箇所の点検を実施している。
また、市民の連絡にも適切に対処しているとみられる。引き続き、こうした体制と対
応を堅持すべきであるである。

商 工 観 光 課
●観光客誘客及び地場産品販売促進事業
　観光客入込数は増加したものの、観光客の消費拡大につながる経済効果策を確立す
べきである。

4令和元年11月1日発行



議
案
第
73
号

東
松
島
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
お
よ
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
に
つ
い
て

（
総
務
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

　

地
方
公
務
員
法
お
よ
び
地

方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
が
平
成
29
年
５
月
に

公
布
さ
れ
、
特
別
職
非
常
勤

職
員
お
よ
び
臨
時
職
員
の
任

用
要
件
を
厳
格
化
す
る
こ
と

や
期
末
手
当
の
支
給
を
可
能

と
す
る
こ
と
等
が
規
定
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
本
市
の
該
当

す
る
職
員
2
6
0
名
を
会
計

年
度
任
用
職
員
と
し
て
規
定

し
、
期
末
・
退
職
手
当
、
育

児
休
業
の
取
得
を
認
め
る
こ

と
、
分
限
・
懲
戒
処
分
の
責

任
を
付
加
し
た
身
分
に
移
行

す
る
条
例
で
す
。

　

令
和
元
年
９
月
27
日
、
第

３
回
定
例
会
本
会
議
で
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

９
月
補
正
予
算

（
議
案
87
～
92
、
96
号
）

補
正
予
算
総
額
（
増
額
）

33
億
８
，
０
３
３
万
６
千
円

　

一
般
会
計
ほ
か
各
種
会
計

の
補
正
予
算
を
９
月
５
日
お

よ
び
27
日
の
本
会
議
で
慎
重

審
議
し
、
全
会
一
致
で
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

多
数
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

が
、
な
か
で
も
、
市
民
の
関

心
度
が
高
い
と
思
わ
れ
る
質

疑
お
よ
び
答
弁
の
内
容
を
紹

介
し
ま
す
。

●
土
木
費
、
道
路
維
持
管
理

事
業
（
道
路
維
持
修
繕
工
事

等
）

　
　
ど
の
箇
所
の
工
事
か
。

工
事
の
内
容
は
。

答　
市
内
９
箇
所
（
矢
本
西

小
付
近
、
鳴
瀬
未
来
中
付
近

等
）
の
交
差
点
へ
の
防
護

柵
（
ガ
ー
ド
パ
イ
プ
）
の
設

置
工
事
。
市
内
横
断
歩
道
設

置
箇
所
の
う
ち
、
市
道
57
箇

所
は
通
学
路
、
交
通
量
等
を

調
査
し
、
必
要
箇
所
は
今

後
予
算
化
し
て
い
く
。（
１
，

１
３
６
万
７
千
円
の
増
額
）

疑

請
願
第
１
号

看
護
師
確
保
に
関
す
る

請
願
審
議（
審
査
）報
告

（
民
生
教
育
常
任
委
員
会
付
託
審
査
）

議
発
第
１
号

議
場
に
お
け
る
国
旗
お

よ
び
市
旗
の
掲
揚
に
関

す
る
決
議

請
願
採
択
し
、
市
長
へ
送
付

　

令
和
元
年
９
月
５
日
、
請

願
第
１
号
と
し
て
請
願
事
項

の
所
管
の
民
生
教
育
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

内
部
審
査
で
は
、
紹
介
議
員

お
よ
び
所
管
執
行
部
職
員
か

ら
、
請
願
主
旨
お
よ
び
請
願

事
項
に
関
し
て
聞
き
取
り
お

よ
び
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
間
討
議
を
行
い
、
看

護
学
生
に
対
す
る
給
付
型
奨

学
金
制
度
の
補
助
に
つ
い
て

は
、
国
の
制
度
で
あ
り
、
本

市
独
自
で
判
断
す
べ
き
事
項

で
は
な
い
が
、
看
護
師
不
足

が
市
全
体
と
し
て
課
題
で
あ

り
、
市
は
、
速
や
か
に
国
県

へ
の
働
き
か
け
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
の
意
見
で
ま
と
ま

り
ま
し
た
。

　

討
論
、
採
決
し
た
結
果
、

願
意
妥
当
、「
採
択
す
べ
き

も
の
」
と
決
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
９
月
27
日
、
第

３
回
定
例
会
本
会
議
に
上
程

さ
れ
、
委
員
長
報
告
の
と
お

り
、
採
択
す
る
こ
と
に
決
定

し
関
係
機
関
と
し
て
、
市
長

へ
送
付
さ
れ
ま
し
た
。

賛
成
多
数
、
原
案
可
決

　

令
和
元
年
９
月
27
日
、
第

３
回
定
例
会
本
会
議
に
上
程

さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
審
議
で
は
、
ま
ず

提
出
者
で
あ
る
上
田
勉
議
員

が
趣
旨
説
明
し
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
原
案
に
対
す

る
反
対
討
論
で
、
長
谷
川
博

議
員
が
登
壇
。
原
案
に
対
す

る
賛
成
討
論
で
、
佐
藤
富
夫

議
員
、
続
け
て
五
ノ
井
惣
一

郎
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
。

　

起
立
に
よ
る
採
決
で
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
る
こ

と
に
長
谷
川
博
議
員
を
除
く

議
員
15
名
が
賛
成
、
長
谷
川

博
議
員
が
反
対
し
、
賛
成
15
、

反
対
１
で
賛
成
多
数
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
※
大
橋
博
之
議
長
は
、

採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん
。

　

伊い

藤と
う

美み

也や

子こ

氏
（
牛
網
）

の
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に

つ
い
て
、
適
任
と
答
申
し
ま

し
た
。
伊
藤
氏
は
、
平
成
23

年
１
月
か
ら
、
継
続
し
て
委

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

第５回臨時会（７月８日）可決議案
議案番号 件名と主な内容

議案第66号 平成 29 年度浜市小学校災害復旧用地造成工事請負変更契約の締結について…
  ６月末現在進捗率は 80%。樹木の伐採等処分費増、法面保護工の工種変更等により、契約金額を変更するもの。

議案第67号
（債）令和元年度浜市小学校災害復旧工事（鳴瀬桜華小学校併行防音工事）（建築工事）請負契約の締結について…
　校舎、講堂、プール新築一式、屋外整備新設一式を一般競争入札を行った結果、丸か建設（株）を落札者と決定し、
請負契約の締結をしたもの。

議案第68号
（債）令和元年度浜市小学校災害復旧工事（鳴瀬桜華小学校併行防音工事）（電気設備工事）請負契約の締結について…
　電灯設備工事、動力設備工事、太陽光発電設備工事等、電気設備工事に関し一般競争入札を行った結果、北上電
設工事（株）を落札者と決定し、請負契約の締結をしたもの。

議案第69号
（債）令和元年度浜市小学校災害復旧工事（鳴瀬桜華小学校併行防音工事）（機械設備工事）請負契約の締結について…
　空気調和設備工事、換気設備工事、給排水設備工事等、機械設備工事に関し一般競争入札を行った結果、（株）朝
日工業社東北支店を落札者と決定し、請負契約の締結をしたもの。

議案第70号
財産の無償譲渡（旧浜小学校）について…
　東日本大震災からの復興に資することを目的とし、旧浜市小学校の東西校舎、屋内運動場を（株）東松島ファー
ムに無償譲渡したもの。なお、敷地に関しては令和９年３月までに無償貸付予定。

　市長提出議案、全 5件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案
の件名と主な内容は下記のとおりです。

9
月
（
第
3
回
）
定
例
会
　
審
議
（
審
査
）
内
容
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議案番号 　　　　　　　　　　　　　　　　　 件名と主な内容　※ほかの記事で説明した議案の説明は省略しています。

議案第74号
東松島市一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例について…
　令和２年１月１日より、一般職の任期付職員等についても１年に１回予算の範囲内において昇給を行うものと
する等、条例の一部を改正するもの。

議案第75号
東松島市特定教育・保育施設および特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について
…
　３才〜５才までの保育料が無償化されることに伴い、食事の提供に要する費用の取扱いの変更や特定地域型保
育事業の連携施設の要件の緩和を行うもの。

議案第76号 東松島市保育所条例の一部を改正する条例について…
　令和元年 10 月１日から実施される保育料の無償化に伴い、３才未満児の徴収基準額を定めたもの。

議案第77号 東松島市家庭的保育事業等の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について…
　経過措置の期限を５年から 10 年に延長することや確保義務の緩和等、所要の改正を行うもの。

議案第78号
東松島市放課後児童健全育成事業の設備および運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について…
　放課後児童支援員認定資格研修について、政令指定都市の長が行う研修を修了したものも放課後児童支援員と
なることができるよう改正するもの。

議案第79号 東松島市印鑑の登録および照明に関する条例の一部を改正する条例について…
　印鑑登録証明書への旧氏の併記のほか、旧氏での印鑑登録が可能となったことから所要の改正を行うもの。

議案第80号
東松島市駐車場条例の一部を改正する条例について…
　令和２年１月１日より、東松島市駐車場として矢本駅北駐車場 1,308㎡、駐車台数 30 台、1 月当たり駐車料
金 3,000 円を加えるもの。

議案第81号
東松島市下水道条例の一部を改正する条例について…（※下記に賛否について記載）
　令和元年 10 月１日からの消費税および地方消費税 10% への税率改定に伴い、10 月下水道使用料から改定を
行うもの。

議案第82号
東松島市立幼稚園保育料徴収条例を廃止する条例について…
　令和元年 10 月１日から幼児教育・保育料が無償化されることに伴い、４〜５才児を保育している東松島市立
中央幼稚園については、本条例を廃止するもの。

議案第83号
（債）令和元年度東松島消防署新築工事（建築工事）請負契約の締結について…
　老朽化した東松島消防署の新築工事に伴い、一般競争入札を行った結果、（株）丸本組東松島営業所を落札者
と決定したもので、工期は令和２年 10 月 30 日まで。

議案第84号
（債）令和元年度矢本東小学校プール改築工事（建築工事）請負契約の締結について…
　既存プール解体工事一式とプール新築工事一式 25.0m × 15.0m、水深 0.90m 〜 1.10m、付属棟等、一般競
争入札を行った結果、（株）千葉工務店を落札者と決定。工期は令和２年５月 29 日まで。

議案第85号
財産の取得（消防ポンプ車）について…
　平成 13 年度に市消防団第３分団中、小松部へ配備した小型消防ポンプ積載車について、消防力の強化を図る
ため、消防ポンプ車に更新するもの。

議案第86号
訴えの提起について…
　（債）平成 29 年度復興交付金事業東名・新東名線橋梁上部工工事の受注者（株）エム・テックの履行保証保険
会社である楽天損害保険（株）に対し履行保証保険金（違約金）の支払いを求める訴えを提起するもの。

議案第93号
（債）平成３０年度野蒜排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その１）請負変更契約（第２回変更契約）の締結
について…
　変更内容は、奥松島公園災害復旧事業で移設再利用される防球ネットを工程等調整を行い、撤去するもの。

議案第94号 （債）平成２９年度大曲排水区（雨水排水）下水道管渠工事（その２）請負変更契約の締結について…
　変更内容は、ボックスカルバート敷設に支障となる給水管を、水道企業団と協議を行い、移設するもの。

議案第95号 （債）平成２９年度大曲排水区（雨水排水）下水道函渠工事（その３）請負変更契約の締結について…
　変更内容は、宮城県と協議した結果、工事用通路確保のため、敷鉄板の設置および撤去を追加するもの。

9月（第3回）定例会可決議案
　市長提出議案、全 13 件を原案のとおり可決しました。議案の件名と主
な内容は下記のとおりです。

阿
部　

勝
德

○

滝　
　

健
一

○

熊
谷　

昌
崇

○

長
谷
川　

博

×

佐
藤　

富
夫

○

櫻
井　

政
文

○

五
ノ
井
惣
一
郎

○

欠　
　

員

―

阿
部
と
し
ゑ

○

大
橋　

博
之

議
長

小
野　

惠
章

○

小
野　

幸
男

○

熱
海　

重
徳

○

土
井　

光
正

○

齋
藤　
　

徹

○

手
代
木
せ
つ
子

○

上
田　
　

勉

○

石
森　

晃
寿

○

議
決
結
果

可
決

賛否が分かれた議案の採決結果
○…賛成、×…反対

※大橋博之議長は採決に加わりません。

議案第81号　東松島市下水道条例の一部を
改正する条例について

第６回臨時会（8／5）可決議案
議案番号 件名と主な内容

議案第71号
財産の取得（公用車（バス））について…
　現在公用車として使用しているバスについて登録から 21 年が経過したため、耐用年数等を考慮し、更新・購
入するもの。

議案第72号
財産の取得（防災行政無線（同報系）デジタル戸別受信機）について…
　現在本市が市民等へ無償貸与している防災行政無線戸別受信機について、アナログ方式からデジタル方式に変
更するため、デジタル戸別受信機（8,688 台）の購入を行う。

　市長出議案、全 2件を全会一致で原案のとおり可決しました。議案の
件名と主な内容は下記のとおりです。
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問答
小
学
校
卒
業
式
の
服
装
調
査
を
問
う

今
後
は
保
護
者
が
考
え
る
べ
き

　

・
和
装
支
持
す
る
理
由

　

個
人
の
自
由
を
尊
重
す
べ

き
着
物
は
日
本
文
化
等
、
保

護
者
に
よ
っ
て
様
々
な
心
配

が
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

問　
制
服
導
入
に
つ
い
て
。

答　
卒
業
式
や
修
学
旅
行
の

服
装
に
関
連
し
て
、
行
事
で

の
服
装
、
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
踏
ま
え
、
小
学
校
に
お

け
る
制
服
導
入
に
つ
い
て
も

質
問
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

結
果
、
賛
成
15
％
反
対
58
％

ど
ち
ら
と
も
い
え
な
い
27
％

で
あ
り
、
制
服
導
入
に
関
し

て
は
、
教
職
員
も
、
賛
成

２
％
反
対
80
％
ど
ち
ら
と
も

い
え
な
い
は
18
％
で
あ
っ
た
。

問　
市
民
は
小
学
校
に
制
服

が
導
入
さ
れ
る
の
で
は
と
心

配
し
て
い
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
を
新
聞
で
公
表
す
べ
き
。

答　
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
こ

れ
か
ら
は
答
え
て
行
く
よ
う

に
つ
と
め
る
。

阿部としゑ 議員

教
育
長
へ
質
問

問　
回
収
率
86
・
１
％
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
。

答　
各
種
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

の
回
収
率
に
比
べ
、
高
い
結

果
と
捉
え
る
。

問　
洋
装
支
持
66
％
の
結
果

の
捉
え
方
。

答　
洋
装
支
持
が
７
割
近
く

あ
り
、
和
装
は
費
用
が
高
い
、

体
が
動
き
に
く
い
な
ど
現
実

的
な
判
断
を
し
た
と
思
う
。

問　
２
校
が
和
装
が
い
な
か

っ
た
点
へ
の
見
解
。

答　
和
装
の
デ
メ
リ
ッ
ト
・

洋
装
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て

理
解
が
図
ら
れ
た
と
思
う
。

問　
市
民
や
小
学
生
を
持
つ

親
が
何
を
心
配
し
た
と
思
う

か
。

答　
・
洋
装
支
持
す
る
理
由

　

和
装
の
準
備
の
大
変
さ
、

体
調
を
崩
す
等
。

▲どんな服装でも希望に満ちた卒業式になるように

7 東松島市議会だより　No.54

15議員が 市政をただす
一般質問は、議員が本市の一般事務に関する質問を行ったり、政策提言を行うことなどを言います。
議論の様子は録画中継でもご覧になれます。

議会中継はこちらから 検索東松島市議会映像

①小学校卒業式の服装調査を問う
� 阿部　としゑ　P 7
①復興事業について
②シジミを活用した水産・観光振興について
③看護師、介護福祉士等の確保について

石森　晃寿　P 8
①赤井南区西地区センターの駐車場の整備を図れ

　五ノ井　惣一郎　P 8
①高齢者ドライバー対策について問う
②消防団車両のオートマチック（ＡＴ）化を推進すべき
� 熊谷　昌崇 　P 9
①本市学力向上の現在の成果と今後の対応について
②東松島オルレと県観光キャンペーン下半期との連携について
� 齋藤　徹　P 9
①加速する高齢化時代に向けた自動車免許証返納による交通網
　整備対策および認知症対策についての取り組みを万全にせよ
②市道（砂利道）の舗装整備の推進で住みよいまちを確立せよ
③国産乳児用液体ミルクを災害備蓄食品として配備せよ
� 土井　光正　P10
①今後のまちづくりについて
②防災課所管について伺う

小野　幸男　P10

①子供の健やかな成長のために
� 滝　　健一　P11
①ＪＲ東矢本駅における諸課題について
� 熱海　重徳　P11
①子供の貧困対策について
②小中一貫教育について

櫻井　政文　P12
①夏まつりの今後の在り方について
②「ランドセル重過ぎ問題」について

手代木　せつ子　P12
①子育て世帯の国民健康保険税の負担軽減について

長谷川　博　P13
①本市農業の諸課題について
②名水「太郎坊清水」の復元を

阿部　勝德　P13
①人口減少対策と商店街活性化について

小野　惠章　P14
①事後審査型入札方式による事務の合理化を提案する
②ＳＤＧｓに関連して、災害買取元地の活用を提案する

佐藤　富夫　P14



問

問

答

答

復
興
事
業
に
つ
い
て

老
巧
化
の
学
供
施
設
の
整
備
を
図
れ

復
興
事
業
完
結
、
時
間
と
財
源
が
必
要

優
先
度
を
判
断
、
前
向
き
に
対
応
す
る

で
存
続
期
間
や
財
源
に
関
し

て
コ
メ
ン
ト
が
な
い
。
市
長

は
、
復
興
・
創
生
期
間
後
も

中
長
期
に
取
り
組
む
事
業
を

早
急
に
要
望
書
に
反
映
し
、

復
興
財
源
の
確
保
に
努
め
る

べ
き
と
考
え
る
。
次
の
点
に

つ
い
て
伺
う
。

問　
被
災
者
の
心
の
ケ
ア
対

策
や
見
守
り
支
援
に
つ
い
て

答　
定
期
的
な
見
守
り
訪
問
、

健
康
の
確
認
や
相
談
対
応
、

生
活
に
関
す
る
悩
み
ご
と
相

　

地
区
で
は
、
駐
車
場
整
備

の
要
望
嘆
願
の
声
も
あ
る
現

状
だ
。
そ
の
前
に
早
急
に
調

査
し
、
整
備
す
べ
き
で
あ
る

が
、
考
え
を
伺
う
。

答　
赤
井
南
区
西
地
区
セ
ン

タ
ー
の
雨
漏
り
は
、
地
域
か

ら
修
繕
要
望
を
受
け
て
い
る
。

　

現
地
を
確
認
し
た
結
果
、

建
物
本
体
に
与
え
る
影
響
が

大
き
い
と
判
断
。
屋
上
防
水

シ
ー
ト
の
張
り
替
え
工
事
を

補
正
予
算
で
早
急
に
対
応
す

談
な
ど
に
引
き
続
き
取
り
組

む
。

問　
市
で
取
得
し
た
移
転
元

地
周
辺
の
民
地
購
入
を
含
め

た
画
地
内
の
環
境
整
備
に
つ

い
て
。

答　
県
が
中
心
と
な
っ
て
本

市
と
同
様
の
課
題
を
持
つ
自

治
体
と
協
議
し
、
国
に
対
し

て
要
望
す
る
。

問　
災
害
公
営
住
宅
の
払
い

下
げ
に
つ
い
て
。

答　
払
い
下
げ
を
希
望
す
る

方
に
意
向
調
査
を
実
施
し
、

入
居
後
十
年
を
目
途
に
希
望

者
の
七
・
八
割
を
満
た
し
た

団
地
か
ら
払
い
下
げ
が
、
で

き
る
よ
う
国
と
協
議
す
る
。

看
護
師
、
介
護
福
祉
士
等

の
確
保
に
つ
い
て

問　
看
護
師
・
介
護
福
祉
士

等
を
養
成
す
る
専
門
学
校
の

誘
致
。

答　
地
元
県
議
を
通
じ
、
県

に
要
望
す
る
。

問　
市
内
高
等
学
校
の
看
護

科
の
新
設
に
つ
い
て
。

答　
石
巻
圏
域
の
県
議
を
通

じ
て
、
県
に
働
き
か
け
る
。

る
。

　

赤
井
南
区
西
地
区
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
の
舗
装
整
備
に

つ
い
て
は
、
地
区
の
皆
様
か

ら
要
望
を
受
け
て
お
り
、
嘆

願
書
堤
出
の
声
も
出
る
な
ど

大
変
ご
迷
惑
を
か
け
て
い
る
。

　

現
在
市
内
4
箇
所
の
集
会

施
設
か
ら
舗
装
整
備
の
要
望

が
出
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、

優
先
度
を
判
断
し
、
前
向
き

に
対
応
す
る
。

石森　晃寿 議員

五ノ井惣一郎 議員

市
長
へ
質
問

問　
自
由
民
主
党
、
公
明
党

の
両
党
は
、
令
和
２
年
度
末

に
設
置
期
限
を
迎
え
る
復
興

庁
に
関
し
、
当
面
存
続
さ
せ

る
方
針
を
明
記
し
た
。
一
方

市
長
へ
質
問

問　
市
内
各
地
区
セ
ン
タ
ー

や
集
会
所
で
の
祭
り
も
自
治

会
役
員
、
地
区
住
民
の
協
力

の
中
、
祭
り
を
通
じ
コ
ミ
ュ

二
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
ら
れ
た
。

　

赤
井
南
区
西
地
区
は
、
五

百
世
帯
の
自
治
会
で
、
地
区

住
民
が
一
体
と
な
り
活
動
し

拠
点
で
あ
る
南
区
西
セ
ン

タ
ー
は
昭
和
50
年
代
に
建
設

さ
れ
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

R
C
造
の
学
習
等
供
用
施
設

で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
も
修
繕
し
て
い

る
が
、
今
も
雨
漏
り
し
て
お

り
、
集
会
室
に
は
バ
ケ
ツ
が

用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
車
社
会
の
昨
今
、

駐
車
場
は
狭
く
、
石
こ
ろ
だ

ら
け
で
あ
り
、
利
用
者
か
ら

は
行
政
の
対
応
に
不
満
の
声

が
上
が
っ
て
い
る
。

▲災害公営住宅の払下げは、条件が整いしだい検討

▲雨漏り、駐車場が狭い、南赤井地区学習等供用施設

15 議員が市政をただす

8令和元年11月1日発行



問

問

答

答

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
対
策
に
つ
い
て

学
力
向
上
の
成
果
と
今
後
の
対
応
は

各
種
支
援
施
策
の
研
究
を
検
討
中

教
育
委
員
会
が
主
体
性
を
持
っ
て
取
り
組
む

的
な
問
題
で
あ
る
。
そ
の
対

策
と
し
て
、
独
自
の
対
策
を

行
っ
て
い
る
自
治
体
が
増
え

て
き
て
い
る
が
、
本
市
も
取

組
む
べ
き
で
は
な
い
か
？

答　
本
市
と
し
て
は
今
年
度

「
シ
ル
バ
ー
交
通
安
全
教
室

」
や
「
イ
ー
ト
＆
イ
〜
ナ
の

ご
長
寿
安
全
大
会
」
、
石
巻

警
察
署
員
に
よ
る
講
話
等
を

行
い
、
来
月
か
ら
は
、
川
島

隆
太
教
授
ら
が
開
発
し
た
ア

プ
リ
を
無
料
提
供
の
予
定
。

学
自
習
の
た
め
の
教
室
開
放

を
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
、
延
べ

２
，
６
２
０
人
の
児
童
、
生

徒
が
利
用
し
た
。
ま
た
市
内

３
会
場
に
お
い
て
、
夏
期
学

習
会
を
開
催
し
、
延
べ
５
０

７
人
が
参
加
し
て
い
る
。

問　
発
達
障
害
を
抱
え
る
生

徒
に
対
す
る
学
力
向
上
の
考

え
方
は
。

答　
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
学
力
を
身
に
つ
け
る
こ

と
は
重
要
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
を
活

ま
た
、
運
転
免
許
返
納
者
へ

の
支
援
施
策
は
、
「
ら
く
ら

く
号
」
の
割
引
制
度
等
の
導

入
を
検
討
し
て
い
る
。

消
防
団
車
両
の
A
T
化
を

問　
先
日
、
消
防
演
習
が
開

催
さ
れ
、
そ
の
中
で
ポ
ン
プ

車
の
行
進
が
あ
っ
た
が
、
１

台
の
車
両
が
数
回
エ
ン
ス
ト

す
る
場
面
が
あ
っ
た
。
思
う

に
、
日
本
で
は
新
車
販
売
の

98
％
が
A
T
車
で
あ
り
、
M

T
車
を
使
う
機
会
が
少
な
い
。

最
近
の
運
転
免
許
取
得
割
合

は
お
よ
そ
M
T
対
A
T
で
４

対
６
で
あ
り
、
A
T
限
定
免

許
の
方
が
多
い
た
め
、
M
T

車
の
運
転
を
で
き
な
い
こ
と

か
ら
A
T
車
の
導
入
を
検
討

す
べ
き
で
は
な
い
か
？

答　
本
市
で
は
、
消
防
団
の

災
害
対
応
能
力
の
向
上
と
地

域
防
災
力
の
強
化
を
図
る
た

め
、
31
台
の
小
型
消
防
ポ
ン

プ
積
載
車
を
運
用
し
て
い
る

が
、
こ
の
内
、
30
台
が
M
T

車
で
あ
り
、
普
通
自
動
車
免

許
で
の
運
転
が
可
能
と
な
っ

て
い
る
が
、
今
後
は
消
防
団

幹
部
と
検
討
し
て
い
く
。

用
し
、
理
解
し
や
す
い
授
業

を
実
施
し
て
い
く
。

東
松
島
オ
ル
レ
と
県
観
光

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
の
連
携
は

市
長
へ
質
問

問　
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
内

容
が
見
え
な
い
が
。

答　
オ
ル
レ
を
活
用
す
る
計

画
だ
が
、
ど
の
コ
ー
ス
か
は

不
明
で
あ
る
。
本
市
と
し
て

は
、
９
月
下
旬
の
県
知
事
発

表
を
待
つ
。

熊谷　昌崇 議員

齋藤　　徹 議員

市
長
へ
質
問

問　
昨
今
、
ア
ク
セ
ル
と
ブ

レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
え
を
し

て
悲
惨
な
事
故
が
起
き
た
と

い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
よ
く
聞
く
。

高
齢
化
社
会
に
お
け
る
全
国

教
育
長
へ
質
問

問　
今
年
度
は
、
大
型
連
休

等
で
、
夏
季
休
業
短
縮
分
が

相
殺
さ
れ
て
い
る
。
今
年
度

内
の
何
ら
か
の
対
策
は
。

答　
年
間
指
導
計
画
を
策
定

し
、
授
業
時
間
は
確
保
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
学
習
会
の
実

施
等
、
総
合
的
な
取
り
組
み

を
指
示
し
て
い
く
。

問　
今
年
度
の
学
力
調
査
の

結
果
を
踏
ま
え
た
各
校
の
対

応
は
。

答　
教
育
委
員
会
と
し
て
の

分
析
と
考
察
を
示
し
、
成
果

を
挙
げ
て
い
る
学
校
の
取
組

に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
り

な
が
ら
、
各
校
の
体
制
の
充

実
を
目
指
す
。

問　
長
期
休
業
中
の
補
習
等

実
施
状
況
は
。

答　
小
学
校
４
校
で
夏
休
み

学
習
会
、
中
学
校
２
校
で
自

▲ペダルの踏み間違え

▲授業環境の整備のため、各校に導入された電子黒板
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問

問

答

答

高
齢
者
の
自
動
車
免
許
証
返
納
対
策
は

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ら
く
ら
く
号
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
を
検
討

地
域
の
声
を
聞
き
工
夫
等
に
努
め
る

答　
百
歳
体
操
の
集
ま
り
や

敬
老
会
等
に
市
職
員
が
出
向

き
、
ら
く
ら
く
号
の
利
用
方

法
の
説
明
や
登
録
者
の
募
集

を
行
う
体
制
を
つ
く
る

問　
利
用
者
の
声
で
最
も
要

望
の
多
い
日
赤
病
院
ま
で
の

運
行
を
早
急
に
検
討
す
べ
き

で
あ
る
。

答　
地
域
交
通
網
の
整
備
（

ら
く
ら
く
号
）
は
、
当
初
か

ら
市
内
だ
け
の
運
行
で
す
す

め
て
い
る
が
、
近
年
の
状
況

答　
野
蒜
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
・
地
区
自
治
会
が
主
体
で

実
施
す
る
場
合
な
ど
市
と
し

て
支
援
を
す
る
。

防
災
課
所
管
に
つ
い
て
伺
う

問　
危
機
管
理
監
に
つ
い
て
。

答　
台
風
や
地
震
の
災
害
対

応
と
松
島
基
地
と
の
連
携
強

化
に
努
め
て
い
る
。

問　
震
災
復
興
伝
承
館
の
今

後
の
活
用
策
に
つ
い
て
。

答　
本
市
の
震
災
と
復
興
を

伝
承
す
る
場
と
し
て
ふ
さ
わ

の
変
化
も
あ
り
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問　
市
内
チ
ケ
ッ
ト
販
売
所

が
少
な
い
。
利
用
者
の
利
便

を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
チ

ケ
ッ
ト
の
車
内
販
売
も
実
施

す
べ
き
で
あ
る
。

答　
事
業
者
と
の
協
議
会
に

提
案
し
協
議
し
て
い
く
。

増
加
す
る
認
知
症
対
策
は

問　
み
ま
も
り
カ
ー
ド
等
の

発
行
に
よ
る
認
知
症
の
徘
徊

対
策
を
拡
充
す
べ
き
。

答　
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
利
用
し

た
み
ま
も
り
カ
ー
ド
は
有
効

と
思
わ
れ
る
の
で
検
討
す
る
。

市
道
の
砂
利
道
舗
装
対
策

問　
砂
利
道
の
舗
装
整
備
で

住
み
よ
い
ま
ち
を
確
立
せ
よ

答　
住
宅
に
接
す
る
場
所
の

道
路
に
つ
い
て
は
計
画
的
に

整
備
し
て
い
く
。

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
の
備
蓄

問　
使
い
勝
手
の
良
い
国
産

乳
児
用
液
体
ミ
ル
ク
を
災
害

備
蓄
食
品
と
し
て
早
急
に
配

備
す
る
べ
き
で
あ
る
。

答　
現
在
備
蓄
品
の
粉
ミ
ル

ク
の
更
新
時
に
検
討
す
る
。

し
い
施
設
と
な
る
よ
う
検
討

す
る
。

問　
土
取
り
場
の
災
害
時
の

利
活
用
策
に
つ
い
て
。

答　
大
規
模
災
害
時
の
瓦
礫

の
一
時
保
管
場
所
と
、
企
業

誘
致
を
行
う
場
と
し
て
考
え

て
い
る
。

問　
消
防
団
員
の
確
保
対
策
。

答　
市
制
施
行
後
、
見
直
し

て
い
な
い
団
員
報
酬
お
よ
び

手
当
に
つ
い
て
幹
部
と
協
議

す
る
。

土井　光正 議員

小野　幸男 議員

市
長
へ
質
問

問　
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
（

ら
く
ら
く
号
）
の
登
録
者
の

う
ち
、
利
用
者
は
わ
ず
か
16

％
で
あ
り
、
普
及
啓
発
を
さ

ら
に
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
へ
質
問

問　
宮
戸
・
野
蒜
市
民
セ
ン

タ
ー
の
統
合
に
つ
い
て
。

答　
宮
戸
・
野
蒜
地
域
の
合

意
形
成
が
大
前
提
で
あ
る
。

問　
野
蒜
・
宮
戸
地
区
の
交

通
網
の
拡
充
と
免
許
返
納
者

へ
の
対
応
は
。

答　
観
光
振
興
も
視
野
に
可

能
な
手
法
等
を
検
討
す
る
。

問　
８
地
域
の
今
後
の
予
算

と
地
区
担
当
職
員
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
。

答　
詳
細
に
精
査
を
行
い
妥

当
な
予
算
額
を
検
討
す
る
。

地
域
と
の
意
見
交
換
を
重
ね

効
果
的
に
支
援
を
行
う
。

問　
自
治
会
長
の
位
置
づ
け

に
つ
い
て
。

答　
委
嘱
も
含
め
、
望
ま
し

い
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

問　
東
名
運
河
で
の
灯
籠
流

し
の
開
催
に
つ
い
て
。

▲歩行困難な砂利道／乳児用液体ミルク

▲震災伝承館の早急な充実を期待する

15 議員が市政をただす

10令和元年11月1日発行



問

問

答

答

子
供
の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に

Ｊ
Ｒ
東
矢
本
駅
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て

社
会
全
体
で
取
り
組
む
課
題
と
す
る

独
自
の
要
望
活
動
を
検
討
す
る

答　
虐
待
防
止
の
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
、
市
報
等
で
の
周
知
徹

底
、
虐
待
対
応
研
修
、
地
域

の
見
守
り
の
充
実
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
ま
た
、
１
月
か

ら
東
松
島
市
子
育
て
世
代
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

対
応
し
て
い
る
。

問　
自
ら
命
を
絶
つ
子
供
の

報
道
が
多
い
、
子
供
の
Ｓ
Ｏ

Ｓ
を
見
逃
さ
ず
救
い
の
手
を

差
し
伸
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

に
つ
い
て
。

改
善
が
見
ら
れ
ず
、
時
間
も

か
な
り
経
過
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
後
は
市
独
自
の
要

望
活
動
も
検
討
し
て
い
く
。

問　
Ｊ
Ｒ
東
矢
本
駅
の
北
側

出
入
口
お
よ
び
周
辺
整
備
に

つ
い
て
。

答　
北
側
出
入
口
整
備
に
つ

い
て
は
、
以
前
の
協
議
で
財

源
や
安
全
確
保
の
技
術
的
検

証
、
近
隣
踏
切
の
閉
鎖
等
の

課
題
が
投
げ
か
け
ら
れ
、
具

現
化
は
難
し
い
と
判
断
し
た

答　
子
供
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
見
逃

さ
な
い
た
め
、
地
域
住
民
や

関
係
者
へ
の
研
修
会
や
、
自

死
予
防
の
た
め
の
普
及
啓
発

等
を
実
施
す
る
。

　

家
族
や
学
校
だ
け
で
は
な

く
、
社
会
全
体
で
取
り
組
む

課
題
と
し
て
、
子
供
の
命
を

守
る
環
境
づ
く
り
に
努
め
て

い
く
。

教
育
長
へ
質
問

問　
い
じ
め
な
ど
発
生
し
に

く
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
の

努
力
や
模
索
に
つ
い
て
。

答　
児
童
生
徒
の
健
全
な
心

を
育
て
る
教
育
が
重
要
で
あ

り
、
好
ま
し
い
学
級
づ
く
り

や
集
団
づ
く
り
と
と
も
に
、

道
徳
教
育
を
充
実
さ
せ
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。

　

児
童
生
徒
を
全
教
職
員
が

見
守
り
、
学
級
担
任
を
孤
立

さ
せ
ず
、
風
通
し
の
よ
い
職

員
室
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。

問　
貧
困
世
帯
の
子
供
教
育

に
対
す
る
機
会
均
等
は
。

答　
要
保
護
児
童
生
徒
に
寄

り
添
い
関
係
機
関
と
情
報
共

有
を
図
り
、
教
育
の
機
会
確

保
等
の
支
援
に
取
り
組
む
。

経
緯
が
あ
り
、
現
時
点
で
は

矢
本
駅
南
北
通
路
の
整
備
を

優
先
で
進
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

ま
た
、
周
辺
踏
切
整
備
に

お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
側
か
ら
１

廃
止
１
改
築
の
原
則
を
主
張

さ
れ
協
議
が
難
航
し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
駅
利
便
性

の
向
上
や
災
害
時
避
難
路
の

確
保
等
か
ら
市
と
し
て
も
課

題
と
捉
え
て
お
り
、
今
後
も

粘
り
強
く
要
望
し
て
い
く
。

滝　　健一 議員

熱海　重徳 議員

市
長
へ
質
問

問　
児
童
相
談
所
の
児
童
虐

待
の
相
談
対
応
は
毎
年
連
続

し
て
増
加
し
て
い
る
。
虐
待

し
な
い
さ
せ
な
い
意
識
を
根

付
か
せ
る
取
り
組
み
は
。

市
長
へ
質
問

問　
Ｊ
Ｒ
仙
石
線
の
増
便
お

よ
び
停
車
駅
の
改
正
に
つ
い

て
。

答　
増
便
お
よ
び
改
正
に
つ

い
て
は
、
本
市
が
構
成
員
と

な
っ
て
い
る
「
仙
石
線
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
」
お
よ
び

「
宮
城
県
鉄
道
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
」
を
通
じ
て
、
毎

年
Ｊ
Ｒ
東
日
本
仙
台
支
社
お

よ
び
宮
城
県
に
対
し
て
要
望

を
行
っ
て
い
る
。
特
に
東
矢

本
駅
に
つ
い
て
は
、
震
災
以

前
か
ら
通
勤
・
通
学
な
ど
の

利
用
者
が
多
く
、
仙
石
線
の

快
速
列
車
停
車
駅
で
あ
っ
た

こ
と
と
と
も
に
、
震
災
後
駅

北
側
に
あ
お
い
団
地
が
整
備

さ
れ
電
車
の
利
用
対
象
者
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
継
続
的
に
要
望
し

て
き
た
。
し
か
し
、
い
ま
だ

▲虐待しないさせない意識を市民全員で持とう

▲増便が求められる東矢本駅
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問

問

答

答

子
供
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

「
ラ
ン
ド
セ
ル
重
過
ぎ
問
題
」
に
つ
い
て

県
の
取
組
を
踏
ま
え
検
討
す
る

登
下
校
時
の
荷
物「
置
き
勉
」で
軽
減

「
自
治
体
に
よ
る
貧
困
対
策

の
計
画
策
定
や
取
組
の
促

進
」
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
以
下
の
所
見
を
伺
う
。

問　
当
市
に
お
け
る
「
子
供

の
貧
困
」
の
現
状
把
握
は
。

答　

平
成
30
年
度
は
19
件

あ
っ
た
。

問　
学
校
と
の
連
携
を
ど
の

よ
う
に
図
る
の
か
。

答　
教
育
委
員
会
を
通
じ
て

学
校
と
の
情
報
共
有
を
図
る

問　
子
供
食
堂
へ
の
支
援
は
。

や
く
逃
げ
ら
れ
る
。
子
ど
も

達
の
健
康
や
安
全
を
第
一
と

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
小
学
校
で
は
書
写
や
道

徳
、
社
会
科
の
資
料
集
等
、

中
学
校
で
は
音
楽
や
技
術
・

家
庭
、
美
術
等
の
教
科
書
や

資
料
集
等
、
教
室
の
ロ
ッ

カ
ー
保
管
、
全
校
に
「
置
き

勉
」
を
統
一
指
導
す
る
。

問　

学
校
に
教
材
を
置
く

ロ
ッ
カ
ー
の
広
さ
は
十
分
か
。

答　
各
小
中
学
校
の
教
室
内

答　
市
内
の
子
供
食
堂
の
実

施
状
況
を
踏
ま
え
、
間
接
的

支
援
等
も
含
め
、
可
能
な
支

援
を
行
う
。

小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て

教
育
長
へ
質
問

問　
令
和
元
年
第
２
回
定
例

会
で
志
小
田
教
育
長
は
、
今

後
の
市
教
育
行
政
の
あ
り
方

に
つ
い
て
、
歴
代
教
育
長
の

基
本
方
針
を
踏
襲
す
る
と
表

明
し
た
が
、
小
中
一
貫
教
育

に
は
自
身
の
カ
ラ
ー
を
打
ち

出
す
と
の
抱
負
を
述
べ
た
。

そ
こ
で
以
下
の
所
長
を
伺
う
。

問　
小
中
一
貫
教
育
の
メ
リ

ッ
ト
は
。

答　
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
解
消
。

学
力
向
上
や
い
じ
め
、
不
登

校
問
題
、
心
の
教
育
等
に
成

果
が
期
待
で
き
る
。

問　
当
市
で
は
具
体
的
に
は

ど
の
よ
う
な
形
で
小
中
一
貫

教
育
を
実
施
す
る
の
か
。

答　
校
長
会
議
や
教
頭
会
議

等
で
小
中
連
携
の
意
義
を
指

導
す
る
と
と
も
に
、
児
童
生

徒
の
連
携
、
教
職
員
の
連
携

等
に
つ
い
て
指
示
を
す
る
。

の
ロ
ッ
カ
ー
は
十
分
間
に

合
っ
て
い
る
。

夏
ま
つ
り
の
今
後
の
在
り
方

に
つ
い
て

市
長
へ
質
問

問　
日
本
一
の
夏
ま
つ
り
を

目
指
し
市
は
実
行
委
員
会
と

ど
の
よ
う
に
関
わ
り
を
持
つ

か
。

答　
ま
つ
り
は
政
治
の
原
点
。

市
民
の
た
め
の
ま
つ
り
と
捉

え
実
行
委
員
会
を
後
援
し
て

い
く
。

櫻井　政文 議員

手代木せつ子 議員

市
長
へ
質
問

問　
内
閣
府
の
有
識
者
会
議

は
本
年
８
月
７
日
、
子
供
の

貧
困
解
消
に
向
け
た
施
策
の

あ
り
方
を
公
表
し
た
。
こ
の

提
言
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て

教
育
長
へ
質
問

問　
文
部
科
学
省
か
ら
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
児
童
生

徒
の
通
学
か
ば
ん
（
ラ
ン
ド

セ
ル
）
の
重
さ
や
量
に
つ
い

て
、
現
状
を
ど
の
よ
う
に
把

握
し
て
い
る
の
か
。

答　
９
月
４
日
に
ラ
ン
ド
セ

ル
、
か
ば
ん
を
含
め
た
携
行

品
の
重
さ
に
つ
い
て
市
内
８

小
学
校
の
児
童
１
７
５
人
、

３
中
学
校
の
生
徒
36
人
を
抽

出
し
て
重
さ
を
調
べ
た
。
小

学
校
で
は
体
育
着
を
加
え
る

と
約
４
・
７
㎏
～
約
５
・
８

㎏
、
中
学
校
で
は
部
活
動
用

サ
ブ
バ
ッ
ク
を
加
え
る
と
約

10
・
７
㎏
で
あ
っ
た
。

問　
成
長
期
の
身
体
に
過
剰

な
負
荷
を
か
け
る
の
は
良
く

な
い
。
ラ
ン
ド
セ
ル
は
軽
い

か
ら
こ
そ
頭
の
上
に
乗
せ
て

防
災
に
役
立
て
た
り
、
す
ば

▲子供の貧困解消は急がれる行政課題

▲このランドセル、ちょっと重いです !!
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問

問

答

答

子
育
て
世
帯
の
国
保
税
負
担
軽
減
を

本
市
農
業
の
諸
課
題
に
つ
い
て

現
時
点
で
は
財
政
的
に
困
難

課
題
解
決
に
努
め
振
興
を
図
る

税
は
軽
減
す
べ
き
と
の
考
え

の
も
と
、
独
自
に
子
育
て
支

援
を
目
的
に
税
賦
課
を
減
免

す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
。

新
聞
に
よ
れ
ば
全
国
25
自
治

体
で
取
り
組
ま
れ
、
仙
台
市

も
今
年
度
か
ら
18
歳
未
満
の

子
ど
も
の
均
等
割
額
の
３
割

分
を
減
免
し
て
い
る
。
仮
に

本
市
で
実
施
し
た
場
合
ど
う

な
る
の
か
。

答　
仙
台
市
と
同
様
に
独
自

減
免
し
た
場
合
、
子
ど
も
一

が
危
惧
さ
れ
る
が
対
策
は
。

答　
担
い
手
の
中
心
と
し
て

期
待
す
る
法
人
が
30
法
人
に

な
っ
た
。
担
い
手
不
足
対
策

と
し
て
は
本
市
独
自
の
支
援

策
と
し
て
、
国
の
事
業
の

「
農
業
次
世
代
人
材
投
資
事

業
経
営
開
始
型
」
対
象
者
に

年
間
30
万
円
の
上
乗
せ
補
助

を
引
き
続
き
行
う
と
と
も
に
、

新
規
就
農
者
技
術
習
得
管
理

施
設
の
利
用
促
進
や
県
と
連

携
し
担
い
手
確
保
に
努
め
る
。

人
当
た
り
の
年
間
減
免
額
は

１
０
，
０
４
０
円
、
子
育
て

世
帯
の
平
均
軽
減
額
は
２
１
，

０
０
０
円
程
度
、
市
全
体
で

約
９
０
０
万
円
の
軽
減
。
加

え
て
減
免
対
応
の
シ
ス
テ
ム

改
修
費
約
１
，
８
０
０
万
円

な
ど
、
初
年
度
合
計
で
、
約

２
，
７
０
０
万
円
必
要
。
市

に
と
っ
て
財
政
的
に
厳
し
い
。

問　
国
保
加
入
世
帯
の
な
か

で
18
歳
未
満
の
加
入
世
帯
は

４
４
７
世
帯
、
そ
の
う
ち
法

定
軽
減
対
象
世
帯
が
約
68
％
。

一
方
で
全
滞
納
世
帯
は
８
３

２
世
帯
、
そ
の
う
ち
18
歳
未

満
を
扶
養
す
る
世
帯
が
60
戸
、

滞
納
世
帯
の
約
７
．
２
％
で

あ
る
。
子
供
の
貧
困
、
子
育

て
世
帯
の
厳
し
い
暮
ら
し
に

思
い
を
し
て
、
こ
う
し
た
部

分
に
こ
そ
政
治
の
光
を
当
て

る
べ
き
。

答　
子
育
て
支
援
、
子
供
の

貧
困
を
考
え
る
と
提
言
は
当

然
の
こ
と
と
理
解
す
る
。
今

は
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て

国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。
県
市
長
会
を
通
じ
て

国
に
要
望
を
し
て
い
く
。

名
水
太
郎
坊
清
水
の
復
元
を

問　
本
市
の
史
跡
の
一
つ
で

あ
る
太
郎
坊
清
水
（
別
名
一

杯
清
水
）
の
一
部
が
崩
落
し

立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い

る
が
早
急
に
復
旧
整
備
す
べ

き
と
考
え
る
が
。

答　
平
成
10
年
に
県
が
周
辺

整
備
を
行
い
本
市
が
維
持
管

理
を
し
、
周
辺
住
民
の
皆
様

に
清
掃
美
化
の
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
る
。
県
と
協
議
を

し
早
急
に
復
旧
を
す
る
。

長谷川　博 議員

阿部　勝德 議員

市
長
へ
質
問

問　
国
保
税
の
均
等
割
は
収

入
の
無
い
子
供
に
つ
い
て
も

一
律
に
賦
課
さ
れ
る
。
他
の

保
険
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え

て
も
、
子
育
て
世
帯
の
国
保

市
長
へ
質
問

問　
米
の
生
産
コ
ス
ト
削
減

と
ス
マ
ー
ト
農
業
の
本
市
で

の
取
り
組
み
は
。

答　
農
地
集
積
と
直
播
栽
培

や
ス
マ
ー
ト
農
業
な
ど
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
が
農
業
振
興

に
重
要
だ
。
農
地
集
積
は
国

の
目
標
を
上
回
り
88
・
02
％
、

直
播
栽
培
に
つ
い
て
は
普
及

拡
大
の
た
め
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
全
水
稲
作
付
面
積
の

11
・
８
％
（
２
３
８
ha
）
に

増
え
た
。
ス
マ
ー
ト
農
業
は

野
蒜
地
区
で
国
の
実
証
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
行
っ
て
い
る
。

問　
条
件
不
利
地
に
お
け
る

耕
作
放
棄
の
対
策
は
。

答　

耕
作
条
件
の
改
善
や
農

地
中
間
管
理
機
構
を
活
用
し

担
い
手
と
連
携
し
防
止
と
解

消
に
努
め
る
。

問　
全
国
的
に
担
い
手
不
足

▲ケガ、病気の時に安心して通院できるように

▲農地の再生と大区画化による大豆栽培
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▲事務手続きは、こんなにある。改善の余地は大いにあり

問答
空
き
店
舗
へ
の
補
助
事
業
創
設
を

前
向
き
に
検
討

全
域
の
空
き
家
調
査
に
併
せ

て
、
駅
前
区
、
上
町
一
、
二
、

三
区
で
調
査
の
結
果
、
居
住

の
可
能
性
が
高
い
併
用
空
き

店
舗
と
店
舗
専
用
・
事
務
所

専
用
と
し
て
、
18
物
件
が
確

認
さ
れ
た
。
市
内
に
お
い
て

も
空
き
店
舗
と
思
わ
れ
る
物

件
が
多
数
存
在
す
る
こ
と
か

ら
、
今
後
そ
の
有
効
活
用
が

進
む
よ
う
、
住
ま
い
と
移
住

者
の
な
り
わ
い
と
の
連
動
も

念
頭
に
置
き
、
空
き
店
舗
へ

の
補
助
事
業
創
設
に
つ
い
て
、

他
の
先
行
自
治
体
の
例
を
参

考
に
前
向
き
に
検
討
す
る
。

問　
商
店
街
の
活
性
化
の
た

め
の
担
い
手
施
策
を
、
講
じ

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
商
店
街
の
担
い
手
確
保

は
重
要
だ
。
創
業
支
援
補
助

金
制
度（
上
限
２
５
０
万
円
）

に
よ
り
空
き
店
舗
の
改
築
や

改
装
、
設
備
・
備
品
整
備
な

ど
の
支
援
で
、
担
い
手
の
確

保
に
つ
な
げ
た
い
。
引
き
続

き
施
策
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
奥
松
島
公
社
を
活
用
し

た
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
（
店
舗

開
発
、
担
い
手
育
成
等
）
を

導
入
す
る
の
は
い
か
が
か
。

答　
担
い
手
に
と
っ
て
、
店

舗
開
業
資
金
の
調
達
や
経
営

に
関
す
る
知
識
、
ノ
ウ
ハ
ウ

の
不
足
等
が
課
題
で
、
一
定

の
環
境
を
整
え
た
施
設
の
活

用
は
、
開
業
に
向
け
大
き
な

魅
力
だ
。
ま
ず
は
市
商
工
会

と
協
議
し
て
ゆ
く
。

　

公
社
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
経
営
環
境
の
中
、
取
り
組

み
可
能
か
今
後
相
談
し
て
ゆ

く
。

小野　惠章 議員

市
長
へ
質
問

問　
空
き
家
バ
ン
ク
と
空
き

店
舗
対
策
を
連
動
さ
せ
た
施

策
と
し
て
、
空
き
店
舗
補
助

事
業
の
創
設
に
つ
い
て
。

答　
空
き
店
舗
に
つ
い
て
は
、

▲地域活性化に空き店舗、空き屋対策を

問答
一
般
競
争
入
札
の
事
務
合
理
化
を
提
案

段
階
的
に
総
合
評
価
落
札
方
式
を
採
用

「
コ
リ
ン
ズ
」
な
ど
の
情
報

で
適
切
な
判
断
を
す
る
。

S
D
G
s
に
関
連
し
て
災
害

元
地
の
活
用
を
提
案
す
る
。

問　
S
D
G
s
の
大
き
な
目

標
は
、
全
世
界
で
貧
困
を
解

消
し
食
料
難
な
ど
人
間
生
活

の
上
で
の
問
題
を
解
決
す
る

こ
と
に
あ
る
。
世
界
で
は
ア

フ
リ
カ
を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま

な
国
で
一
日
の
食
の
確
保
が

困
難
な
所
も
あ
る
。
本
市
に

は
未
利
用
の
災
害
買
取
元
地

が
多
々
あ
る
。
そ
の
一
部
を

大
豆
・
麦
・
芋
な
ど
援
助
物

資
と
し
て
栽
培
し
て
は
い
か

が
か
。
ノ
ウ
ハ
ウ
は
国
際
協

力
機
構
・
マ
ン
パ
ワ
ー
は

ネ
ッ
ト
に
よ
る
呼
び
掛
け
で

良
い
。
提
案
す
る
。

答　
被
災
元
地
の
活
用
は
民

有
地
を
含
め
県
を
通
じ
国
へ

の
要
望
を
す
る
。

　

議
員
提
案
は
実
現
出
来
れ

ば
国
内
外
へ
大
き
く
ア
ピ
ー

ル
で
き
る
。

佐藤　富夫 議員

市
長
へ
の
質
問

問　
昨
年
の
一
般
競
争
入
札

は
、
74
件
中
４
〜
14
社
の
入

札
が
あ
り
平
均
一
回
の
入
札

に
付
き
８
社
で
あ
る
。
入
札

事
前
審
査
に
約
８
時
間
を
要

す
る
が
、
こ
れ
を
事
後
審
査

に
す
る
と
約
２
〜
３
時
で
済

む
。
技
術
力
な
ど
総
合
評
価

と
合
わ
せ
、
入
札
事
務
の
合

理
化
を
は
か
る
べ
き
、
い
か

が
か
。

答　
県
の
指
導
に
よ
り
先
ず

本
格
的
な
総
合
評
価
方
式
を

段
階
的
に
目
指
し
て
行
く
。

　

議
員
提
案
の
審
査
の
合
理

化
は
、
必
要
な
視
点
。
今
後

研
究
を
し
て
行
き
た
い
。

問　
か
つ
て
宮
野
森
小
の
工

事
入
札
の
議
会
否
決
が
あ
り
、

理
由
は
不
誠
実
な
施
工
予
測

で
あ
っ
た
。
検
証
は
し
た
か
。

答　
検
証
の
形
は
な
い
が
、

15 議員が市政をただす
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議会運営および活動状況 令和元年6月13日以降

６月１３日　広報常任委員会
　　１４日　産業建設常任委員会
　　１７日　総務常任委員会
　　１８日　民生教育常任委員会
　　１９日　議会運営委員会、議員全員協議会
　　２４日　広報常任委員会、議員全員説明会
　　２７日　総務常任委員会
７月　１日　全国市議会議長会基地協議会
　　　４日　議会運営委員会
　　　８日　広報常任委員会、総務常任委員会
　　１０日　民生教育常任委員会
　　１７日　広報常任委員会

７月１８日　総務常任委員会
　　　　　　農林水産施設の整備及び施策に関する要望会
　　２４日　東北市議会議長会
　　２７日　東松島市矢本西市民センター開所式
８月　２日　議会運営委員会
　　　５日　産業建設常任委員会、議員全員説明会
　　　９日　民生教育常任委員会、議会運営委員会
　　　　　　宮城県市議会議長会
　　１８日　令和元年度東松島市消防演習
　　２０日　東松島市戦没者追悼式
　　２２日　財務常任委員会
　　２４日　東松島夏まつり２０１９開会式
９月　２日　議会運営委員会

　

８
月
23
日
、
友
好
都
市
で

あ
る
豊ぶ

前ぜ
ん

市
議
会
の
６
名
の

議
員
に
来
市
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

23
日
に
本
市
議
会
に
表
敬

訪
問
い
た
だ
き
、
交
流
を
深

め
た
ほ
か
、
翌
24
日
に
は
、

豊
前
市
か
ら
同
行
さ
れ
て
き

た
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
と

と
も
に
東
松
島
夏
祭
り
の
豊

前
市
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
を
出
展
い

た
だ
き
、
祭
り
を
盛
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
物
販

の
売
り
上
げ
は
、
本
市
に
復

興
寄
付
金
と
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

市
議
会
一
同
、
こ
の
場
を

借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

９
月
27
日
、
東
松
島
市
議

会
基
本
条
例
は
、
議
会
の
基

本
理
念
、
議
員
の
責
務
お
よ

び
活
動
原
則
、
議
会
運
営
の

原
則
、
議
会
と
市
民
お
よ
び

市
長
そ
の
他
の
執
行
機
関
と

の
関
係
等
に
関
す
る
基
本
的

事
項
を
明
ら
か
に
す
る
議
会

の
最
高
規
範
と
し
て
、
平
成

23
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
し

て
い
ま
す
。

　

議
会
で
は
、
こ
の
条
例
の

目
的
が
達
成
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
を
検
証
す
る
た
め
、

東
松
島
市
議
会
基
本
条
例
検

証
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

９
月
25
日
、
予
備
調
査
を

実
施
し
、
予
算
お
よ
び
決
算

審
査
を
円
滑
に
図
る
た
め
、

財
務
常
任
委
員
会
に
小
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

８
月
22
日
、
総
務
部
行
政

経
営
課
長
ほ
か
を
講
師
と
し

て
、
財
務
常
任
委
員
会
で
委

員
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
の
決
算
審
査
の
た
め
、

本
研
修
会
で
新
公
会
計
制
度

に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

豊
前
市
議
会
（
福
岡
県
）

友
好
都
市
交
流　
来
市

東
松
島
市
議
会
基
本
条
例

検
証
に
関
す
る
調
査
特
別

委
員
会
を
設
置

財
務
常
任
委
員
会
予
算
お
よ

び
決
算
の
審
査
に
備
え
た
予

備
調
査
小
委
員
会
を
設
置

財
務
常
任
委
員
会

委
員
研
修
会
を
実
施

『
平
成
29
年
度
決
算
に
係

る
新
公
会
計
制
度
に
よ
る

財
務
諸
表
研
修
』

　

６
月
（
第
２
回
）
定
例
会
で
、
傍
聴
者
を
対

象
に
市
議
会
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

市
議
会
に
つ
い
て
、
ま
た
、
市
議
会
だ
よ
り

に
つ
い
て
、
多
様
な
ご
意
見
を
た
く
さ
ん
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

お
褒
め
の
言
葉
を
励
み
と
し
、
厳
し
い
ご
意

見
は
真し

ん

摯し

に
受
け
止
め
、
今
後
の
市
議
会
運
営

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
中
か
ら
、
主
な
回
答
結
果
を

掲
載
し
ま
す
。

市議会ウェブサイトを見たことがありますか

市議会インターネット中継を見たことがあり
ますか（複数回答可）

本会議を何回傍聴したことがありますか

市議会だよりを読んでいますか

▲毎年、夏まつりにお越しいただいております

財
務
常
任
委
員
会

予
算
お
よ
び
決
算
の
審

査
に
備
え
た
予
備
調
査

小
委
員
会�

（
定
数
6
）

小
委
員
長
　
阿
部
　
勝
德

石
森
　
晃
寿

上
田
　
　
勉

土
井
　
光
正

小
野
　
惠
章

長
谷
川
　
博

東
松
島
市
議
会
基
本
条
例
検
証

に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

�

（
定
数
6
）

�

委
員
長
　
佐
藤
　
富
夫

副
委
員
長
　
阿
部
　
勝
德

上
田
　
　
勉

　
齋
藤
　
　
徹

小
野
　
幸
男

櫻
井
　
政
文

設問 人数
ア　ある 5
イ　ない 17
未回答 1

設問 人数
ア　本会議ライブ（生）中継を見た
　　ことがある

7

イ　録画中継（議案審議）を見たこ
　　とがある

10

ウ　録画中継（一般質問、会派代表
　　質問）を見たことがある

4

エ　ない 2
オ　未回答 0

設問 人数
ア　毎回読んでいる 11
イ　ときだき読んでいる 2
ウ　ごくたまに読んでいる 0
エ　あまり読まない、読んだことがない 0
オ　未回答 10

設問 人数
ア　初めて 7
イ　2、3 回 10
ウ　4、5 回 3
エ　5 回〜 9 回 2
オ　10 回以上 1

▲こちらから、
　議会基本条例

をご覧いただ
けます 
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No.54
2019年

11
月

1
日

発
行

　
年

4
回

発
行

■
〒

981−
0503   宮

城
県

東
松

島
市

矢
本

字
上

河
戸

36−
1

☎
0225−

82−
1111 　

FAX0225−
82−

1125　
■

印
刷

　
㈱

鈴
木

印
刷

所

三
み

浦
う ら

亨
きょう

子
こ

さん
（東松島市介護支援すこやかクラブ会長）

令和元年　第3回東松島市議会を傍聴して

編
集
後
記

　

今
年
も
残
す
所
、
２
ヶ
月

と
な
り
ま
し
た
。

　

時
の
流
れ
は
早
く
「
歳
月

人
を
待
た
ず
」
と
い
う
格
言

が
頭
を
よ
ぎ
り
、
時
の
大
切

さ
を
改
め
て
痛
感
す
る
今
日

こ
の
頃
で
す
。

　

さ
て
、「
市
議
会
だ
よ
り
」

は
、
こ
の
号
を
含
め
て
本
年

は
３
回
発
行
し
ま
し
た
。

　

発
行
を
重
ね
る
こ
と
に
市

民
の
皆
様
に
は
、
議
会
お

よ
び
議
員
の
活
動
を
よ
り
深

く
、
ご
理
解
い
た
だ
け
た
ら

幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

　
「
市
議
会
だ
よ
り
」
は
今

後
、
さ
ら
に
読
み
や
す
く
、

ビ
ジ
ュ
ア
ル
面
に
も
配
慮
し

た
紙
面
作
り
を
行
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
紙
面
作
り
の
た

め
に
市
民
の
皆
様
の
ご
要
望

や
ご
意
見
を
ぜ
ひ
、
お
寄
せ

い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

�

（
櫻
井　

政
文
）

�
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傍聴者
インタビュー 　去る9月10日（火）、議会の定例会を傍

聴し、大変実のある傍聴ができ満足な気
分で帰途につく。
　件名が高齢者に対しての一般質問で少
子化、高齢化が今の社会状況。その中の
問題①免許の返納②認知症③孤独死④徘
徊と老人特有の問題が多い、家族、その

地域の支援が不可決となることでしょう。
「見守りカード」「デマンドタクシー」等
の説明に身をのりだして聞きいりました。
　市長さんの答弁に老人への配慮のお考
えに前向きで敬服致しました。類した研
修を私たちの事業の研修にとりいれたい
と考えております。

12月定例会日程（予定）お知らせ
12 月 5 日㈭ 10 時 00 分～ 本会議（開会、議案審議等）
12 月 9 日㈪ 10 時 00 分～ 本会議（一般質問）
12 月 10 日㈫ 10 時 00 分～ 本会議（一般質問）
12 月 11 日㈬ 10 時 00 分～ 本会議（一般質問）
12 月 12 日㈭ 10 時 00 分～ 本会議（一般質問）
12 月 16 日㈪ 10 時 00 分～ 本会議（議案審議等、閉会）

※変更の場合がありますので、詳しくは
　市議会ウェブサイトをご覧下さい。

○●議会を傍聴してみませんか●○

議会日程ウェブサイトＱＲコード

傍聴およびライブ中継をご視聴いただきありがとうございました。

令和元年　第 3 回　定例会
（９月５日～２７日、本会議開会６日間）

 傍聴者数

24名
インターネットライブ中継
視聴者数

377名
● 本会議傍聴のための名簿記載を改善しました ●

　６月（第２回）定例会で、傍聴者を対象に市議会アンケー
トを実施した結果、「市議会の取り組みについての自由意
見」として、「傍聴者が名前を書くのはよろしいが、ポス
ト投函式にすべき」とのご意見をいただきました。
　従来は、東松島市議会傍聴規則により、傍聴者受付と
して、傍聴人受付簿に記載いただいておりましたが、用
紙１枚に複数名記載いただいていました。
　ご意見について、議会運営委員会で協議した結果、個
人情報保護の観点から、用紙１枚に１名記載し、投入箱

に記載していただく形式に変更することに決定しました。
　８月５日の第６回臨時会から、下記の写真のとおり、
議場入口にて、傍聴券にお１人ごと記載いただき、ご入
場いただけるようになっております。
　今後も、多くの市民のみなさまに傍聴いただけるよう、
傍聴しやすい環境づくりに市議会を挙げて取り組んで参
ります。

（市議会アンケートの結果は、p.15 に掲載しております）

▲傍聴券に、住所、氏名、備考をご記入いただき、投入箱へ入れていただきます。
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